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DNAやRNA（リボ核酸）、 ATP（アデノシン三リン酸）の
構成成分であるリンは、
生命の必須元素
である。
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しかし、体内中のリンの存在度と宇宙

空間におけるそれの間には大きな隔た

りがある。

例えば人体において、リンは水素原子

に対する数密度比で0.4%を有する。

一方で、宇宙でのリンの存在量（太陽組

成比）は、10のマイナス7乗程度と極め

て小さい。

生命は、存在量の低い元素を何らかの

理由であえて使ったのか、それともリ

ンは生命誕生の現場にて都合良く濃集

されていたのか。これは地球生命の起

源に深く関わる謎といえる。

リンが生命誕生の必須条件であるかど

うかを明らかにすることを最終目的と

して、本研究会ではリンの濃集をテー

マにした学際的な議論を行う。
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